
　「伏見区基本計画2025」に掲げる、地域力・福祉力に満ちた持続可能な伏見のまちを目指して、　「伏見区基本計画2025」に掲げる、地域力・福祉力に満ちた持続可能な伏見のまちを目指して、
次の4分野に重点的に取り組みます。次の4分野に重点的に取り組みます。

伏見の更なる魅力発信やブランディング伏見の更なる魅力発信やブランディング
による地域経済活性化による地域経済活性化

●伏見地域の経済・観光振興●伏見地域の経済・観光振興
　「みなとオアシス」伏見港、淀川舟運における京都の玄関口な　「みなとオアシス」伏見港、淀川舟運における京都の玄関口な
ど、伏見のもつ様々な魅力を創造・発信し、地域経済を活性化ど、伏見のもつ様々な魅力を創造・発信し、地域経済を活性化

●深草いいトコ体感プロジェクト●深草いいトコ体感プロジェクト
　WEBサイト「デジスタイル京都・E-TOKO深草」で「深草で見る・買う・食べる・体験　WEBサイト「デジスタイル京都・E-TOKO深草」で「深草で見る・買う・食べる・体験
する」情報の発信と、魅力体感型事業を実施する」情報の発信と、魅力体感型事業を実施

●伏見連続講座●伏見連続講座
　伏見の魅力を伝える講座などの開催支援に加え、脱炭素先行地域と　伏見の魅力を伝える講座などの開催支援に加え、脱炭素先行地域と
しての機運を高める講座など、区内企業等と連携した特別編も開催しての機運を高める講座など、区内企業等と連携した特別編も開催

問合せ� 伏見区役所企画担当（☎611-1295）

令和5年度の伏見区における主な事業

●未来を担う「ふしみっ子」はぐくみプロジェクト●未来を担う「ふしみっ子」はぐくみプロジェクト
　伏見区本所管内を5つのエリアに分け、エリア　伏見区本所管内を5つのエリアに分け、エリア
ごとの子育て応援マップを作成ごとの子育て応援マップを作成
●「E-TOKO深草」子育て応援プロジェクト●「E-TOKO深草」子育て応援プロジェクト
　子育て支援団体とも連携して「深草で子育てし　子育て支援団体とも連携して「深草で子育てし
たくなる」情報を発信。地域の子育て支援資源とたくなる」情報を発信。地域の子育て支援資源と
の出会いやつながりづくりを後押しの出会いやつながりづくりを後押し
●健康長寿のまち・醍醐●健康長寿のまち・醍醐
� 〜だいごいきいき応援隊〜� 〜だいごいきいき応援隊〜
　商業施設と連携して、区民に身近な場所で健康　商業施設と連携して、区民に身近な場所で健康
的な食習慣の普及・定着等を目指す啓発事業を実施的な食習慣の普及・定着等を目指す啓発事業を実施

地域ぐるみで子どもの健やかな成長を育み、地域ぐるみで子どもの健やかな成長を育み、
誰もが健康に暮らせるまちづくり誰もが健康に暮らせるまちづくり

商業施設でのパネル展

移住・定住促進や次世代の担い手を移住・定住促進や次世代の担い手を
育成するまちづくり育成するまちづくり

●住むまち伏見プロジェクト●住むまち伏見プロジェクト
　民間事業者等との連携により、「住むまち」の　民間事業者等との連携により、「住むまち」の
視点から伏見の魅力を発信視点から伏見の魅力を発信
●ふれあい事業●ふれあい事業
　区民相互のふれあいの場の創出や世代間・分　区民相互のふれあいの場の創出や世代間・分
野間の交流を深める持続可能な取組を展開野間の交流を深める持続可能な取組を展開
●だいご地域活動応援隊●だいご地域活動応援隊
　更なる地域コミュニティの活性化、定住人口　更なる地域コミュニティの活性化、定住人口
の増加に向け様々な分野のノウハウやスキルをの増加に向け様々な分野のノウハウやスキルを
持った人や団体をまちづくり活動に派遣持った人や団体をまちづくり活動に派遣伏見区民文化フェスティバル

●地域防災支援プロジェクト●地域防災支援プロジェクト
　地域の防災活動や区民の防災意識の向上に　地域の防災活動や区民の防災意識の向上に
向けた取組を展開向けた取組を展開
●学区の安心安全ネット継続応援事業●学区の安心安全ネット継続応援事業
　防犯、交通安全、子どもたちの安全対策等　防犯、交通安全、子どもたちの安全対策等
地域主体の安心安全の取組を力強く支援地域主体の安心安全の取組を力強く支援

あらゆる危機にしなやかに強く対応できるあらゆる危機にしなやかに強く対応できる
安心安全なまちづくり安心安全なまちづくり

避難所開設・運営訓練▶
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が
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け
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ニ
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バ
ス
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行
を
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め
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絆
を
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め
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醐
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」、
安
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安

全
の
ま
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づ
く
り
の
取
組
な
ど
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様
々
な
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が
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に
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い
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す
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私
も
、
そ
の
地
域
の
活
動
の
輪
に
加
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、「
醍
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に
住
ん
で
い
て
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っ
た
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け
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史
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